ヨハネ福音書1:19―51 の救済思想 : その提示方法を中心に by 前川 裕 & Yutaka Maekawa
39－　　－
１　問題設定
1.1　課題と目的
　われわれはこれまで、新約聖書を文学的手法で理解することを目指し、いわゆる
「しるし福音書」（1:19―12:50）に見いだされるヨハネ福音書の救済思想について、
物語批評の手法を用いて 2―10章および 12章を考察してきた（1）。今回は 1章のうち
1:19―51を取り扱い、この福音書から読みとれる救済思想およびその思想の提示の
され方について検討を試みる。すなわち、ヨハネ福音書の読者（2）が思想をどのよう
に受け取るよう期待されているかを調べることによって、この福音書が読者に与える
影響力を考察する。
1.2　方法論
　本研究では、物語批評（Narrative Criticism）の方法を用いる（3）。物語批評による分
析においては、読者は扱う章までの内容は知っているが、その後の内容はまだ知らな
い、という物語内の時間軸設定を重視する。ここでは、ヨハネ福音書 1章のうちプロ
ローグの内容は既知とするが、2章以降の内容は未知であるとする（4）。つまり既に読
んだ部分についての後方参照やほのめかしはあるが、福音書の物語への前方参照は考
慮しない（5）。
　物語批評における分析項目は研究者によって異なり、完全な一致を見ていないのが
現状であるが（6）、われわれの一連の研究では Structure/Form, Rhetoric, Setting, 
（ 1 ） 研究の関心や主要な検討内容については、過去に繰り返して述べているためここでは割愛する。最新
のものとして、拙論「ヨハネ福音書 2章で語られる救済思想―その提示方法を中心に―」『基督教研
究』75巻 2号、2013年、31-49頁を参照。
（ 2 ） 本論文では、「読者」は原則としてヨハネ福音書の「内的読者」（implied reader）のことを指す。
（ 3 ） 手法の詳細については、前掲「ヨハネ福音書 2章で語られる救済思想」33-35頁を参照。
（ 4 ） Cf. H. Ito, “The Significance of Jesus’ Utterance in Relation to the Johannine Son of Man: A Speech Act 
Analysis of John 9:35,” Acta Theologica vol. 21 no. 1, 2001, 59.
（ 5 ） ただしプロローグ（1:1-18）についての物語批評的分析は未実施である。
（ 6 ） 研究者による違いについては、拙論「ヨハネ福音書 3章の救済思想―その提示方法を中心に―」『基
督教研究』74巻 2号、2012年、27頁、注 15を参照。
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Character, Point of View, Plot, Narrator（7）という 7項目で分析を行ってきた（8）。今回もこ
れに従う。
1.3　研究史
　ヨハネ福音書の救済思想の研究史の概要については既に述べてきたので、ここでは
繰り返さない（9）。われわれの一連の研究の意義は、救済思想をヨハネ福音書内部の物
語展開との関係から考察している点にある。
1.4　テキスト
　今回は現在に伝えられるヨハネ福音書本文のうち、1:19―51を対象とする。1:1―
18を除外する理由は、(1)今回はイエスの宣教の始めから受難までの範囲における物
語展開を扱うこと、(2)この部分は物語として書かれるのではなく、福音書全体の序
文として一つのまとまりを持っていること、による。テキストは、現在における最新
の標準的な本文であると考えられるネストレ＝アーラント 28版を用いる（10）。
　今回の部分に関する錯簡について、ブルトマンは 1:22―24, 27, 32を挿入部分と考
え、1:28―30と 1:31―34との順番を入れ替えたものがオリジナルであると見なして
いる（11）。ブルトマンの仮説は興味深いが、写本証言がないためにあくまでも仮説に
留まる。今回のわれわれの研究対象は、現在残されている写本証言に基づいて再構成
された、オリジナルに最も近いと考えられる本文であるため、ブルトマン説は取らな
い。
　今回の範囲における本文批評上の問題については、メツガーが 7箇所を、コン
フォートが 13箇所を指摘している（12）。しかしいずれの箇所においても NA28の決定
（ 7 ） これらの用語に対する邦語訳は必ずしも定まっていない。以下の分析の表題において、われわれの私
訳を提示している。
（ 8 ） ただし初期の研究においてはこれらの項目が整っていないものもある。いずれ全体をひとつにまとめ
る際に調整する予定である。
（ 9 ） 拙論「ヨハネ福音書 8章の救済思想」54頁および同「ヨハネ福音書 6章の救済思想」50-51頁参照。
（10） Nestle-Aland, Novum Testamentum Graece, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 2012.（以下 NA28）
（11） R. ブルトマン（杉原助訳）『ヨハネの福音書』日本キリスト教団出版局、2005年、101-3頁。
（12） メツガーの指摘のうち 3 箇所は C 評価である（1:19, 21, 28。Cf. Bruce M. Metzger, A Textual 
Commentary on the Greek New Testament, Stuttgart: Deutsche Bibelgesellschaft, 19942, 170-172; Philip W. 
Comfort, New Testament Text and Translation Commentary, Carol Stream, IL: Tyndale House, 2008, 256-261）。
1:19および 1:21の異読は本文に大きな影響を与えない。1:28の「ベータバラ」の異読は興味深いが、
ベタニアの位置関係から想像された説であると見なすのが一般的である（cf. Craig S. Keener, The 
Gospel of John: A Commentary, Peabody, MA: Hendrickson, 2003, 450. 1:28の異読については C. K. Barrett, 
The Gospel According to St. John : An Introduction With Commentary and Notes on the Greek Text, 2d ed ed., 
Philadelphia: Westminster Press, 1978, 175も参照。なお新しい説として、このベタニアはバタネア
Batanea地域（旧約におけるバシャン）を指しており、福音書記者はその地域を念頭に置いていたと
いうものがある（D. A. Carson, The Gospel According to John, Grand Rapids, MI: Eerdmans, 1991, 146-
147））。
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に反対する積極的な理由はない。
２　ヨハネ 1 章はどのように救済思想を提示しているか
2.1　Structure/Form ／構造／形式
　スティブはこの部分を 1:19―28、1:29―34、1:35―42、1:43―52の四つに分け、そ
れぞれのコンテキストを説明しているが、構造（structure）としては 1:19―28に関し
てのみ説明している（13）。1:19―28では以下のキアスムスを指摘する（14）。
　　　　A1 19―20 洗礼者の証言
　　　　B1 21―22 問い
　　　　C 23 イザヤ書の引用
　　　　B2 24―25 問い
　　　　A2 26―28 洗礼者の証言
スティブはこの部分のみにキアスムスを提案するが、この部分だけというのも不自然
であるし、A1・B1を通して問いと答が繰り返されているので、それらを A1・B1と
して区分するのも無理がある。またこの部分では「その翌日」が繰り返されており、
全体として一定の構造を持っていることが推測される。
　この部分は、洗礼者ヨハネを巡る部分と最初の弟子が集まる部分とに分けられる。
洗礼者ヨハネは自らのアイデンティティについて、人々の期待する者ではなく（1:19
―22）、荒れ野で叫ぶ声とし（1:23）、また自分の後から来る者は遥かに優れているこ
とを予言する（1:26―27）。そしてイエスを見て「神の子羊」と呼び（1:29, 36）、自
分が予言した者であることを証しする（1:29―34）。さらに「神の子」とも呼ぶ
（1:34）。この対比により、洗礼者ではなくイエスが重要な存在であることが明らかに
される。
　また弟子たちについては、最初にイエスに従ったのは洗礼者の二人の弟子であっ
た。彼らは洗礼者の言葉を聞いてイエスに従ったが（1:35―37）、これはイエスが洗
礼者よりも大きな者であるという洗礼者の証しを弟子たちの行動により証明している
ことになる。二人のうちの一人であるアンデレは、イエスがメシアであることを示し
て（1:41）自分の兄弟ペトロを誘う。ここまでは洗礼者ヨハネによる勧めということ
ができる。また彼らに近い存在であった（1:44）フィリポが招かれるが、彼はイエス
（13） Mark W. G. Stibbe, John. Readings: A New Biblical Commentary, Shefﬁeld: JSOT Press, 1993, 31-42. なお構
造に関連して、1:20-21と 18:15-27がインクルシオになっていること、1:19-28で洗礼者の問いと答え
が三度であり、この福音書によく見られる形式であることも指摘している（Stibbe, John, 32）。
（14） Stibbe, John, 31.
42－　　－
ヨハネ福音書 1:19―51の救済思想
によって直接招かれた唯一の弟子である（1:43）。フィリポはイエスをメシアと認識
する（1:45）。ナタナエルはフィリポに誘われてイエスに出会い（15）、「神の子」称号を
告白する（1:49）。こうしてナタナエルの告白は、それまでの三人の証言を超えてイ
エスが神の子であることを示すのであり、ここで 1:19―51の中でのキリスト称号の
頂点が現れることになる。
　また洗礼者は「メシア」「エリヤ」「預言者」ではないと三度否定した上で、自らを
「荒れ野で叫ぶ声」と言う。弟子たちは「ラビ」「メシア」「モーセが律法に記し、預
言者たちも書いている方」と三つの称号を経た上で、「神の子」「イスラエルの王」と
いう認識に至るのであり、この二つの経過も両者の対応関係を示している。
　以上の考察を踏まえて、ここでは以下のように 1:19―51の全体構造を提案する。
　　　　A1 1:19―28 　イエスと洗礼者ヨハネ（1）：洗礼者ヨハネは何者か
　　　　A2 1:29―34 　イエスと洗礼者ヨハネ（2）：イエスは何者か
　　　　B1a 1:35―39 　イエスの弟子（1a）：最初の二人（洗礼者による勧め）
　　　　B1b 1:40―42 　イエスの弟子（1b）：ペトロ（アンデレによる勧め）
　　　　B2a 1:43―44 　イエスの弟子（2a）：フィリポ（イエスの招き）
　　　　B2b 1:45―51 　イエスの弟子（2b）：ナタナエル（フィリポの勧め）
ここでの大きなテーマは、「来るべき者は何者か」という点である。人々は「メシア」
「エリヤ」「預言者」を待ち望んでいたが（1:20―21）、洗礼者ヨハネは自分がそのい
ずれでもないとし、後から来る者がいると証言する（1:26―27）。そしてイエスがそ
の者であると証言し、「神の子」であると訴える。イエスのもとには弟子が集うが、
最初はヨハネをもとにした勧めに基づいており、次にイエス自身の招きによってい
る（16）。その中でイエスのアイデンティティも明らかになっていき、弟子による「神
の子」告白によってその頂点を迎える。さらに「はっきり言っておく」というヨハネ
（15） ハントは、アンデレとシモン、またフィリポとナタナエルの関係が類似していることを指摘する
（Steven A. Hunt, “Nathanael: Under the Fig Tree on the Fourth Day,” in: Steven A. Hunt, D. Francoies Tolmie, 
and Ruben Zimmermann (eds.), Character Studies in the Fourth Gospel: Narrative Approaches to Seventy 
Figures in John, Tübingen: Mohr Siebeck, 2013, 197）。彼は、シモンはアンデレに連れて行かれるのに対
してナタナエルは自分でイエスに会いに行くのであり、そこにはシモンを低く見ようとする考えがあ
ると述べるが、ナタナエルもフィリポに勧められてからイエスのもとに行くのであり、シモンとの大
きな差を見る必要はないであろう。またカルペッパーは 1:41（アンデレがシモンを見つける）と 1:45
（フィリポがナタナエルを見つける）が同じ発見のパターンを用いていると指摘しており（R. Alan 
Culpepper, The Gospel and Letters of John, Nashville, TN: Abingdon Press, 1998, 123）、われわれの提案す
る構造（B1bと B2b）と一致する。
（16） ブラウンは 35-39と 43-44、および 40-42と 45-50の並行性を指摘するが、バランスは良くないと述
べている（Raymond E. Brown, The Gospel According to John, Garden City, NY: Doubleday, 1966, 84-85）。
バランスの悪さは、われわれのように解釈すれば解決されるだろう。
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福音書独特の言句を導入として、天と人の子とのつながりが明らかにされる（1:51）。
　このように、1:19―51ではイエスが神の子であることが徐々に明らかにされてい
く構成となっている。
2.2　Rhetoric ／レトリック
　1:19―51におけるレトリックには以下のようなものが見られる。
2.2.1　対話形式
　対話形式はこの部分全体に用いられており、それぞれの対話を通してイエスのアイ
デンティティが明らかにされていく。
　洗礼者とユダヤ人たちとの対話は、洗礼者のアイデンティティを明らかにするため
のものである。洗礼者が人々の期待する者ではないことは、三度の問いと三度の否定
の答によって強調されている。これは読者に対して、洗礼者についてマイナスの価値
観を強化することになる（17）。
　弟子たちのうち、最初の二人の弟子およびナタナエルが、イエスと対話する。二人
の弟子は対話における誘いを通して、イエスのもとに留まった。また、ナタナエルは
まずフィリポとの対話においてイエスに疑念を示した後、イエスとの対話の結果とし
てイエスへの神の子告白を行う。弟子たちが対話を通じてイエスへの理解を深めてい
くように描かれている。
　このような対話形式は他の章にも多用されており、ヨハネ福音書の特徴といえる。
2.2.2　繰り返し
　繰り返される特徴的な語句として、「その翌日」が挙げられる（1:29, 35, 43）。これ
によって、洗礼者の証しから弟子たちの集結に至るまで、それぞれのエピソードが連
続して起こったことが強調されている。「その翌日」が 3回繰り返された後で「三日
目に」（2:1）とあることについて、しばしば数え間違いであると指摘されるが、この
表現の主目的は出来事の連続性の強調であるためにこのような食い違いが起こりまた
残されていると理解することができる。
　また弟子たちの招きの記事は 4回連続して繰り返されているが、それぞれがイエス
のもとに来るきっかけには違いがある。最初の二人は洗礼者の弟子であった。そのう
ちのアンデレによってペトロが導かれる。フィリポはイエスに声をかけられてそのま
ま従ったが、ナタナエルはイエスに疑いをもっていたところから告白に至った。こう
（17） 共観福音書では最初から、洗礼者は「荒野で叫ぶ声」であることが説明されるが（マコ 1:2-8並行）、
ヨハネ福音書では洗礼者が三度の否定を経て、「荒野で叫ぶ声」であると自称する。
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して洗礼者の弟子から始まって、イエスから最も遠いはずのイエスへの疑念を持つ者
までが順に弟子になったことになる。さらに上述の「その翌日」という繰り返しに
よって、弟子たちが続々とイエスのもとにやってくるという印象を与えている。
　1:19―51でのレトリックは、洗礼者や弟子たちの言動を通して、イエスのアイデ
ンティティを明らかにすること、また弟子たちが集まっていったことに重点を置いて
いる。
2.3　Settings ／状況設定
　物語のこの部分での場所は、ヨルダンの向こう側、ベタニアとされている（1:28）。
これは洗礼者ヨハネの証しの部分についてであるが、イエスが洗礼者のもとへやって
きていること（1:29）、また洗礼者が歩いているイエスを目撃していることから
（1:36）、引き続きベタニアであると考えてよい。イエスはその後、ガリラヤに行こう
とする（1:43）。イエスが最終的にガリラヤまで移動したことは明記されていない。
　この部分全体における特定の時間設定はないが、唯一の時間表記として「第十の
時」（1:39）がある。これは午後四時頃と解釈でき、二人の弟子がイエスのもとに留
まった理由を示していると考えられる。
　場面における小道具であるプロップス（Props）として以下が挙げられる。
　「履物」（1:27）は新約文書において稀な語であるが（18）、洗礼者がイエスに劣る者で
あることを象徴的に表す物となっている（19）。
　「いちじくの木」（1:48, 50）は、ナタナエルがいた場所と関連して挙げられている。
ヨハネ福音書ではこの 2箇所のみであるが、イエスの遠隔視の証拠の一つとなってい
る（20）。
　以上のように、1:19―51の状況設定および小道具は、イエスのアイデンティティ
および能力、洗礼者とイエスとの関係、イエスと弟子たちの関係を理解するために多
くの材料を提供している。
（18） マタ 2回、マコ 1回、ルカ 4回、ヨハ 1回、使 2回。
（19） Cf. Keener, 449.　マクヒューは洗礼者のこの動作は、自らのへりくだりのみならず、イエスに対抗す
るようないかなる称号も拒否する姿勢の現れであると解釈するのがもっとも理解できるものであると
述べるが（John F. McHuch, John 1-4, ICC, London/New York: T&T Clark, 2009, 123）、洗礼者の謙遜自体
が福音書記者による脚色と考えるほうがよいと思われる。
（20） キーナーは「いちじくの木」についての象徴的解釈や、ユダヤ教との関係（いちじくの木の下でトー
ラーを学んでいた：例えば Brown, 83）を根拠が弱いとして退け、休息ないし安息していた場所であ
ると考える（Keener, 486）。
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2.4　Characters ／登場人物
2.4.1　イエス
　イエスはこの部分の後半における中心人物であり、イエスの周りに弟子たちが集
まってくることになる。イエスは洗礼者によって「神の子羊」「神の子」と紹介され、
その意味が明らかにされているが、それはナタナエルの告白によっても再確認され
る。イエス自らが自己の意味を開示することはない。イエスは最初から確たる目的の
もとに一人で進む者のように描かれる（cf. 1:38）。またナタナエルの以前の状態を見
抜くという奇跡的力も示す（1:48）。そして天とのつながりを示唆する（1:51）。
　この部分でのイエスは、すでに超越した力の片鱗を示し、神につながる者としてそ
の目的を果たすために歩む者として描かれている。
2.4.2　洗礼者ヨハネ
　洗礼者はこの部分の前半における中心的人物である。洗礼者は洗礼活動をしていた
が（1:25―26）、自らのメシア性は明確に否定する。そしてイエスを「来るべき者」
として指し示す（1:29―34）。洗礼者は一貫して、自らの価値を低め、イエスを高め
るように語っている。これはヨハネが証しをする者であるという言葉の繰り返しにお
いても示されている（1:19, 32, 34）。このような洗礼者の姿勢は、イエスの意味を強
調する役割を担っているといえる。
2.4.3　祭司・レビ人たち
　祭司・レビ人たちは、エルサレムのユダヤ人たちに遣わされて洗礼者のところに
やってくる（1:19）。この人々はエルサレムのユダヤ人たちの代理人として振る舞っ
ている（cf. 1:22）。彼ら自身の性格などは明らかにされない（21）。彼らは洗礼者と対話
し、彼のアイデンティティを明らかにしようとする役割を担っている（1:22）。
2.4.4　ヨハネの無名の弟子
　最初にイエスに従ったのは、洗礼者の二人の弟子であった（1:35, 40）。この二人の
弟子は、洗礼者の言葉を聞いてイエスに従う（1:36―37）。従った理由などは明確に
されていないが、イエスが「神の子羊」であるという点を受け入れたと見なせる
（21） スティブがここでは「ユダヤ人たち」という呼称にもかかわらず敵対の姿勢は見受けられないと指摘
するのは正しい（Stibbe, 32）。ここでは洗礼者に対立しているというバレットに反対（cf. Barrett, 
171）。われわれは物語の順序に注目しているので、後の章における「ユダヤ人」の用法からの影響は
考慮しない。ユダヤ人たちが熱心に洗礼者のアイデンティティを確認しようとしていることは、後の
章で彼らがイエスのアイデンティティを確認しようとして論争する姿勢につながるものであるといえ
る（cf. Stibbe, 33）。
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（1:35）。二人はイエスの滞在場所を尋ね、その日はイエスのもとに留まる（1:38―
39）。
　一人はアンデレと紹介されるが（1:40）、もう一人の弟子については名前が挙げら
れていない。本文からは、イエスの最初の弟子に名前が特定されない弟子がいたとい
うこと以上を知ることはできない（22）。
2.4.5　アンデレ
　アンデレはイエスに従った最初の二人のうちの一人である（1:40）。アンデレはペ
トロの兄弟として紹介され、次にペトロが登場するための伏線となっている。イエス
に従ったアンデレが最初に（prw/ton）（23）会ったのが兄弟ペトロであった（1:41）。ア
ンデレはイエスを「メシア」と認識し、ペトロをイエスのもとに連れて行く。アンデ
レはペトロをイエスに導くという重要な役割を担っていることになる（24）。
2.4.6　シモン・ペトロ
　ペトロは、アンデレの兄弟として紹介される。アンデレに連れられてイエスに出会
い、ケファという名を与えられる（1:42）。ペトロ自身が信仰を表したかどうかにつ
いては記載がない。ペトロは 1章では発言もなく目立たない存在であるが、イエスに
名を与えられるということによりその地位が特別であることを示している。またイエ
スが名を付ける権限があることも示している。
2.4.7　フィリポ
　フィリポは 1章の弟子の召命記事において、イエスから直接声をかけられた唯一の
人物である（1:43）。「従った」との明確な記載はないが、後にナタナエルを誘ってい
ることもあり、イエスに従ったと見なすことができる。フィリポの出自は「ベトサイ
（22） この無名の弟子についての最新の包括的な考察は、Derek Tovey, “An Anonymous Disciple: A Type of 
Discipleship,” in: Steven A. Hunt, et.al. (eds.), Character Studies in the Fourth Gospel, 133-136を参照。過去
の研究においてはこの無名の弟子を愛弟子と関連づける意見が多いが、ヨハネ福音書のここまでの本
文からはそのように理解することは困難である。
（23） prw/tonについての写本上の問題についてはバレットおよびデ・ボーアを参照（Barrett, 181; Martinus 
C. de Boer, “Andrew: The First Link in the Chain,” in: Steven A. Hunt, et.al. (eds.), Character Studies in the 
Fourth Gospel, 143）。この両者はまた、「最初に」は「二番目に」を想像させ、「自分の兄弟」は「別
の人の兄弟」を想像させると述べ、アンデレはシモンに引き続いて誰か別の人の兄弟を見つけたこと
が暗示されているという。また最初にシモンを、次にフィリポを見つけたという説もある（Bennema, 
48）。しかし、この「最初に」は次々に続く者を見つけるという意味ではなく、「誰よりもまず（シモ
ンに会った）」という強調と捉えることで十分である（クアストに同意。K. Quast, Peter and the 
Beloved Disciple: Figures for a Community in Crisis, JSNTS 32, Shefﬁeld: JSOT Press, 1989, 32-5）。
（24） この意味で、デ・ボーアはアンデレを「最初の宣教者」（the ﬁrst missionary）と呼び（de Boer, 142）、
スティブはアンデレの役割を「証人であり福音宣教者」（witness and evangelist）と呼ぶ（Stibbe, 37; 
de Boer, 142, n. 32で参照されているスティブの文献のページ数（43頁）は誤り）。
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ダ」と紹介されるが、それは「アンデレとペトロの町」と説明され（1:40）、フィリ
ポとこの二人とが同じ町の出身であり、近い関係があることが示唆される。
　フィリポはイエスについて、律法と預言者が書いている者であると聖書証明をし、
かつナザレ出身でヨセフの子であるとその出自を説明する。イエスの出自に疑念を呈
するナタナエルに、イエスに会うことを勧め、ナタナエルの信仰告白を導いている
（1:49）（25）。
　フィリポはここで、イエスの出自を明らかにするとともに、イエスへと導く役割を
担っている。
2.4.8　ナタナエル
　ナタナエルはフィリポからイエスを紹介された。しかし彼はイエスがナザレ出身で
あることに疑念を示す（1:46）。フィリポに誘われて、直接イエスに会いにいくが、
イエスが遠隔視したことを告げられて驚く（1:48）。ナタナエルはイエスを「神の子」
「イスラエルの王」と呼ぶが（1:49）、これはフィリポの語ったもの（1:45）よりも大
きな称号である。しかしイエスは、ナタナエルの信仰告白が見たことによるものであ
ると指摘し、より大きなことを見るだろうと予言する。
　ナタナエルはイエスの称号を提供すると同時に、イエスがさらに大きなこと
（1:51）（26）を告げるための伏線となっている（27）。
　以上のような登場人物の人物像の分析によって、1:19―51ではそれぞれがイエス
のアイデンティティを明らかにしていくことが分かる。それは最終的に天とのつなが
りを開くものとなる（1:51）。
2.5　Point of View ／視点（28）
　1:19-51の視点は、洗礼者ヨハネとイエスの関係および弟子たちの招かれ方である。
（25） これらのことから、フィリポは模範的な弟子とされることがある（Stibbe, 40; Paul N. Anderson, “Philip: 
A Connective Figure in Polyvalent Perspective,” in: Steven A. Hunt, et. al. (eds.), Character Studies in the 
Fourth Gospel, 176; Cornelis Bennema, Encountering Jesus: Character Studies in the Gospel of John, Colorado 
Springs, CO et al.: Paternoster, 2009, 51-2など）
（26） 「さらに大きなこと」はしばしば（死者の復活を含む）「しるし」のことだと考えられているが（cf. 
Culpepper, Gospel and Letters, 127）、1章の文脈からは直接的には 1:51の内容を指すと考えるのが適当
であろう。「天と地上とのつながり」の具体的な例が、それぞれの「しるし」が示すものであると思
われる。
（27） スティブはナタナエルについて、複雑な内容を持つ人物（a man of mixed qualities）と指摘し、1:51を
踏まえて、ヤコブのような性格ではないがヤコブのようなカリスマを持っていると指摘する（Stibbe, 
40）。これは 1:51が創世記のヤコブに言及していることを前提としている解釈であるが、ヤコブの名
前はここまでには登場していないので、読者の知識として期待するべきではないだろう。
（28） 以下の 4つの視点はレゼグエに従う (James L. Resseguie, Narrative Criticism of the New Testament: An 
Introduction, Grand Rapids, MI: Baker Academic, 2005, 169-173)。
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　語法的な視点では、イエスのアイデンティティに関する用語が多用されているのが
特徴的である（29）。「世の罪を取り除く神の子羊」（1:29）、「聖霊によって洗礼を授ける
人」（1:33）、「神の子」（1:34）、「神の子羊」（1:36）は洗礼者によって示される用語で
ある。これらの語は全て神に関係するものであり、洗礼者はイエスのことを最初から
理解していることを示している（30）。弟子たちは「ラビ」（1:38）、「メシア」（1:41）、
「モーセが律法に記し、預言者たちも書いている方」（1:45）、「神の子」（1:49）、「イ
スラエルの王」（1:49）と語る。弟子たちは「メシア」という認識から始まり「神の
子」理解に至るという、順序を重視した構成になっている。
　空間・時間の視点について、最初の舞台は洗礼者の活動するベタニアであった
（1:28）（31）。そこからイエスはガリラヤに移動する（1:43）。イエスは洗礼者に出会う
が、そこからガリラヤに移動し、洗礼者から離れていく。これは洗礼者との区別を行
動によって示すものである。全体としての時間的な指摘は特に存在しない（32）。
　心理的視点としては、この部分には心の動きを示す表現はないのが特徴的である。
対話の中にも心理状態を直接示すものはなく、事実関係が並べられている。
　思想的視点では、「イエスとは誰か」というテーマのもとに様々な発言がなされて
いる。それは 2章以降に見られるようにイエス自身が直接明らかにするのではなく、
洗礼者および弟子たちから間接的に示されている。
　以上のような視点は、この部分の目的はイエスの位置と意味を明らかにすることで
あることを示している。
2.6　Plot ／筋
　物語は洗礼者ヨハネの証しから始まる。まず、ヨハネが何者であるかについて、エ
ルサレムのユダヤ人たちとヨハネが対話する（1:19―25）。これによってヨハネはメ
シアでもエリヤでも預言者でもないことが明らかになると同時に、ヨハネの後に来る
者はヨハネ以上の者であることが示される（1:26―27）。ヨハネはイエスに出会い、
神の子であるとの証しをする（1:29―34, 36）。それによって、ヨハネの弟子はイエス
に従った（1:37）。最初の二人の弟子の一人であるアンデレは、自分の兄弟シモンを
導く。またイエスはフィリポを弟子へと導き、フィリポはナタナエルを導いた。こう
（29） 1:19-51にはキリスト論的称号が数多く示されている。
（30） これは、マタイ 11:2-3//ルカ 7:18-19に伝えられた洗礼者はイエスの素性を知らないという内容とは
異なっている点に注意。
（31） ベタニアは後に、エルサレムの近くであると説明されるが（11:18）、この時点では読者はその情報を
知らないとわれわれは考える。
（32） 上記 2.3も参照。
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して最初の弟子団が構成された（33）。
　1章の筋は、イエスの素性について、また弟子たちの召命について述べることを主
目的としている。ただし、それぞれの場面において救済にかかわる用語が用いられて
いることが注目される。すなわち、ヨハネはイエスを「神の子」（1:34）、「神の子羊」
（1:36）と呼び、アンデレは「メシア」と呼び（1:41）、ナタナエルは「神の子」、「イ
スラエルの王」と呼ぶ（1:49）。こうしてイエスの救済者たる素性が明らかになって
いる（34）。
2.7　Narrator ／ナレーター（35）
　1:19－ 51におけるナレーターは、時間・場所の設定について豊富な情報を示して
いる（36）。まず洗礼者ヨハネの証しを紹介する（1:19）。ヨハネと祭司・レビ人との対
話が行われたのはベタニアでのことであり、ヨハネが洗礼を授けていたことも読者は
知らされる（1:28）。ヨハネの二人の弟子はイエスに従ったが、その時刻は「第十の
時」と述べられる（1:39）。またヨハネの証しからイエスの最初の弟子たちの集合に
ついては、「その翌日」という言葉でつながれ、時間的な近接性を示している。
　また 1:19―51では、ヘブライ語・アラム語のギリシア語訳が頻繁に見られる（1:38, 
41, 42）。これはこれらの語がすでに原語の音で定着していたことを示しており、ナ
レーターはギリシア語訳を提供することによって読者にそれぞれの意味を明確にして
いる（37）。
　ナレーターは、しるし物語の始めにあたり、洗礼者との関係および弟子たちとの関
係についての情報を提供しているのであり、読者がこれからの物語展開を理解するた
めに重要な役割を果たしている。
（33） スティブは、1:19-42が 1:6-9に示された洗礼者に対する三つの内容（彼自身は光ではない；彼は光へ
の証言となる；彼の証言を通じて人々が信じるようになる）を実現したものであると述べる（Stibbe, 
31）。われわれはイエスの弟子たちの導きの類似性に注目するため、1:19-42が一つのまとまりという
考え方は取らない。
（34） ヨハネ福音書の冒頭から弟子たちがイエスについての重要な理解を既に持っていることは、共観福音
書における弟子の姿とは顕著な違いがある（cf. Susan Hylen, Imperfect Believers : Ambiguous Characters 
in the Gospel of John, Louisville, KY: Westminster John Knox, 2009, 59）。
（35） ナレーターの機能等については、例えば David Rhoads, Joanna Dewey, Donald Michie, Mark as Story: An 
Introduction to the Narrative of a Gospel, Minneapolis, MN: Fortress, 20123, 39-61を参照。
（36） スティブは、1:19-28でのナレーターは尋問者の情報を豊富に提供しており（Stibbe, 32）、また 1：
35-42では 1章のプロローグ後の三つの場面（1:19-28, 31-34, 35-42）のうちもっとも顕著な役割を果
たしているという（特に説明を加える句（1:38, 41, 42）について；Stibbe, 38）。
（37） スティブはここから、著者が考える元来の読者にはギリシャ人がいたことが明らかであるという
（Stibbe, 38）。もっとも福音書自体がギリシャ語で書かれているのであるから読者にギリシャ人がい
ることを想定しているのは当然であるし、ギリシャ語を解するユダヤ人も数多くいたはずであろう。
われわれは、これらの語彙を翻訳しないままに用いていることから、著者は読者がこれらの言葉を
知っているはずと考えていたと想定する。ただし読者が必ずしもこれらの語彙の意味を知っているわ
けではなかったと考えたために、説明句を挿入したと考えるのが妥当であろう。
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３　物語批評を通じて得られるヨハネ 1:19―51 の救済思想
3.1　救いについての思想の提示
（1）洗礼者とイエスとの違い
　洗礼者は、自分とイエスとの違いを決定的なものとして説明する。洗礼者は「わた
しをお遣わしになった方」からイエスのことを告げられたと述べるが、これは神のこ
とを示している（38）。洗礼者は神によってイエスの先駆者とされたことにより、洗礼
者とイエスとの関係が神の意志として説明されている。これにより、洗礼者によって
ではなく、イエスによって救いが与えられることが明確となる。
（2）イエスとは何者か
　イエスについての称号は種々並べられるが、最終的に洗礼者と弟子たちとの両方か
ら「神の子」であると説明される。イエスは神とつながりがあるものとされ、またイ
エス自身の言葉によっても暗示される（1:51）。
　また 1:29では「世の罪を取り除く」という贖罪に関する表現が現れている。ブル
トマン以来、ヨハネ福音書には贖罪思想が見られないという意見が定説であるが（39）、
この言葉は贖罪の意味を持っていると考えるのが自然である（40）。またイエスが物語
に現れて初めて言及される際に用いられる表現であることも、その重要性を伺わせ
る。
　「世の罪」について、1章ではその内実が明らかにされていない。これは物語の先
で示される内容となる（41）。「取り除く」意の動詞は「引き上げる」意も含んでおり、
イエスが罪を引っ張り上げるということをも表している（42）。
（3）天と地上とのつながり
　1:51で「天が開け、……人の子の上に昇り降りする」は、天と地上とがつながる
ことを示す。それを弟子たちが見ることになるとイエスは告げる。ただし、その詳細
はここでは明らかにされていない（43）。
3.2　読者への効果
　ヨハネ福音書 1:19―51の読者に対する効果には以上の分析において随所で説明し
（38） 1:6を踏まえる（Brown, 57）。
（39） R. Bultmann, Theologie des Neuen Testaments, 9. Auﬂ., UTB, J.C.B. Mohr: Tübingen, 1984, 406に基づく。
（40） ヨハネ福音書における贖罪思想について論じたものとして、Leon Morris, “The Atonement in John’s 
Gospel,“ Criswell Theological Review 3.1, 1988, 49-64; 伊東寿泰「ヨハネ福音書における贖罪信仰～文学
的方法による分析～」『聖書学論集』45号、2013年、149-184頁を参照。
（41） 8章および 9章で、イエスを信じないことが罪であると説明される。
（42） これはイエスが十字架に上げられることと内容を掛け合わせていると考えられる。
（43） ヨハネ福音書で天からの声が聞こえるのは 12章である（12:28）。
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てきたが、まとめると以下のようになる。
(1) 洗礼者ヨハネは最初に登場するが、洗礼者自身は自らイエスより小さいものと述
べ、その価値を減じている。読者は洗礼者がイエスより低い立場の者であると理
解するよう強く勧められている。
(2) イエスに関する称号が多数並べられ、最終的に「神の子」であると告げられるこ
とで、イエスが神とつながりのある者であることが知らされる。読者は以後、「神
の子」として福音書の物語を読み進めるように指示されている。
(3) 1:51のイエスの言葉は天と地上とのつながりを予言しており、これからどのよう
な話が展開されるかという期待を抱かせ、物語を先に読み進める動機を与えられ
る。
４　結び
　ヨハネ福音書 1:19―51は、救済に関する思想という点ではそれほど明確な内容を
持っていない。ここではまず、主人公であるイエスについて紹介することを目的とし
ている。イエスが「神の子」として示されることで、以後、福音書全体を読み進める
ための基礎的な情報を読者に提供している。1:19―51は今後の物語の展開の中で常
に踏まえられる基礎となるのであり、この前提を踏まえることで読者は理解を深める
ことができるのである。
